
熱中症で搬送された約半数は６５歳以上の高齢者です。高齢者は暑さや水分不足に対する感覚機能が低下して、

暑さに対するからだの調整機能も低下、熱中症になりやすくなります。

熱中症は梅雨明け後ばかりではなく、５月でも２５℃以上の夏日や30℃以上の真夏

日、梅雨の晴れ間でもなりますので注意が必要です。

熱中症にならないためには、日頃から肉や魚、野菜

をしっかり食べて、たんぱく質・ビタミンなどバランス

の良い食事を心がけ、ウオーキングなどで汗をかく

習慣を身につけていると、暑さに対応しやすくなりま

すので、暑さが本格化する今から暑さ対策の準備を

始めましょう、

健康教室「熱中症予防」開催

昨年は就業中の熱中症が３件発生しております。熱

中症予防には「暑熱順化」が大切だと言われておりま

す。熱中症にならないためのノウハウや、熱中症になっ

たときの対象方法など学んで、これからの季節に備え

ましょう。

記

日 時 ５月１２日(金） 午前１０時～午前１１時３０分

会 場 川越市シルバー人材センター

定 員 先着３０名

申 込 電話にて(TEL ０４９－２２２－２０７５)

平日８時３０分から１７時１５分

講 師 川越市健康保健センター

その他 筆記用具は持参願います。

安全教室「自転車乗り方」開催

就業途上での自転車転倒事故が多発しております。

自転車事故から身を守るノウハウ等を学んで安全運

転に心掛けましょう。

記

日 時 7月１８日(火）午前１０時～午前１１時３０分

会 場 川越市シルバー人材センター

定 員 先着３０名

申 込 電話にて(TEL ０４９－２２２－２０７５)

平日８時３０分から１７時１５分

その他 ①筆記用具持参願います。

②自転車持ち込み可。

熱中症予防は早めの暑さに慣れる準備を！

ヘルメット着用の努力義務スタート‼

県内の自転車事故で亡くなった約７割は頭部に致命

傷を負っています。

道路交通法が改正、４月から自転車利用者は年齢を

問わずヘルメット着用が努力義務となりました。

自分を守るためにヘルメット着用を！

自転車保険の加入も忘れずに。

春の全国交通安全運動が５月１１日

(木）～５月２０日（土）実施されます。

日頃から交通ルールの遵守と正しい

交通マナーを心掛けましょう

第１回フレイル予防教室開催

今年度は三回に分けて実施し完結する「フレイル予防

総合教室」を開催します。転倒・つまずきなどの事故防

止や認知症予防の他に、健康寿命延伸のために非常

に役立つ研修ですので、積極的に参加しましょう。

記

日 時 ①６月３０日(金）

②7月７日(金）

③７月１４日（金）

会 場 川越市シルバー人材センター

定 員 先着３０名

申 込 電話にて(TEL ０４９－２２２－２０７５)

平日８時３０分から１７時１５分

その他 動きやすい服装、運動靴、タオル、飲物

埼玉県警ＨＰ参照

安 全 ニ ュ ー ス 令

和
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令和５年度健康教室/安全教室開催日程

令和５年度 安全標語「安全は 自ら守る 心がけ」
笹川 俊雄さん 作

午前１０時

～午前１１時３０分



　

「令和５年度版 健康づくりスケジュール」はご覧になりましたか？

「特定健診」は６月からはじまります。

受診期間は来年１月末までですので、忘れずに受診しましょう。

◆川越市国民健康保険 特定健診

川越市国民健康保険に加入している４０歳～７４歳までの方。

セットA (無料）

セットB (自己負担額：５００円）

セットC (自己負担額：８，５００円）

◆後期高齢者医療健康診査 及び人間ドック

川越市にお住まいの埼玉県後期高齢者医療被保険者の方。

後期高齢者医療健康診査 (無料）

人間ドック (自己負担額：７，０００円）

生活習慣病チェックのために健康診断を忘れずに！

川越市保健所三原則リーフレット抜粋

食中毒にご用心！

食中毒の主な原因である細菌は、気候が暖かく、湿気

が多くなる梅雨から夏にかけて活発になり、レバ刺し、

鳥わさ、ユッケ等の生肉や生焼け肉、生卵による発生

が目立ちます。

肉や魚には食中毒の原因となる菌やウイルスがいること

を前提として考え、食中毒予防の３原則「つけない・ふ

やさない・やっつける」を守ることが大切です。

また、サバ、アジ、イワシ、サンマなどに

寄生するアニサキスによる食中毒

にも注意しましょう。

今回は、超わかりやすいフレイル講座はお休みします。

フレイル診断してみませんか！

下表のチェックリストで、あなたのフレイルリスク度がわかる「フレイル診断」をやってみませんか？

４点以上該当している項目がある方は、すでにフレイルが始まっております。

３点以下の人に比べると、２年後～４年後には日常生活に支障が出るリスクが３倍以上になりますので、「フ

レイル予防教室」に参加するなどフレイル予防に積極的に取り組み、健康な日常をすごすよう心がけましょう。

公益財団法人いきいき埼玉の「１５の質問で分かるあなたのリスク度」抜粋


